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高速増殖原型炉「もんじゅ」の廃止措置の中で得られた知見を燃料取扱設備の設計検討に反映するため、

得られた知見に対して整理、分析を行い、FBR 次期炉の設計検討への反映項目を抽出した。 
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1. 緒言 

FBR 次期炉における有望な概念としてナトリウム冷却炉が検討されている。この場合、現在廃止措置が進

められている「もんじゅ」において、燃料交換及び燃料処理時のナトリウム中等の燃料取扱い等の運転経験

にかかる実績を取得することにより有効な知見が得られることが期待できる。これら「もんじゅ」の運転経

験を分析・調査することにより、FBR 次期炉設計へ反映すべき項目の整理を行う。 

2. 燃料取扱設備に係る運転データ等の知見整理及び FBR 次期炉へ反映する項目の抽出 

2.1 燃料交換時間、燃料処理時間 

燃料交換及び燃料処理において、各運転操作に係る所要時間の実績を整理し、分析を行った結果、「もんじ

ゅ」の設計値を大きく上回るプロセスはなく、設計時間どおりに動作していることを確認した。ここで、1 体

あたりの処理時間に大きな割合を占めた燃料洗浄設備の燃料洗浄工程や脱湿工程については、更なる分析を

踏まえ、運用方法の見直し等による更なる短縮化を検討していく必要がある。また、気圧の変化によるガス

置換時間の増加も確認され、FBR 次期炉では、想定すべき低気圧を考慮した設計検討を行う必要がある。 

2.2 燃料出入機本体に係る、グリッパ爪開閉トルク上昇の不具合、ドアバルブの全閉不良の不具合 

これらは、付着ナトリウムの湿分等による化合物化に伴う堆積が原因であった。FBR 次期炉においてはナ

トリウムが堆積しにくい構造や燃料洗浄設備における湿分除去対策などについて設計検討を行う必要がある。

また、メカニカルシールの摩擦抵抗の増加及び経年劣化も確認され、FBR 次期炉ではメカニカルシールの摩

擦抵抗低減策などについて設計検討を行う必要がある。 

3. 結論 

「もんじゅ」の廃止措置において得られた知見を用いて整理、分析を行い、燃料洗浄設備、燃料出入機本

体の設計検討への反映項目を抽出した。FBR 次期炉においても「もんじゅ」に準じた燃料取扱設備機器を使

用することが想定され、これらの成果により FBR 次期炉の燃料取扱設備へ反映することで燃料交換時間短縮

や不具合解消が期待できる有用な成果を得ることができた。本報告は、経済産業省からの受託事業である「令

和２年度 高速炉に係る共通基盤のための技術開発事業」の一環として実施した成果である。 
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